
彙

報

木
簡
学
会
第

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

本
簡
学
会
の
第

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
が
、　
一
九
七
九
年
十
二
月

一
日

と
二
日
の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。
大
会
当
日
に
は
、
紙
の
香
も
新
し
い

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号
が
会
員
の

手
元
に
届
け
ら
れ
、
ま
た
、
充
実
し
た
報
告
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
、
木
簡
学
会
の
運
営
が
実
質
的
な
軌
道
に
の
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。

総
会
お
よ
び
研
究
集
会
の
内
容
は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

◇
十
二
月

一
日

（
土
）
午
後

一
時
か
ら

第

一
回
総
会

（議
長
　
野
村
忠
夫
）

挨
拶

（岸
俊
男
会
長
）
木
簡
学
会
設
立
の
経
締

お
よ
び
学
会
の
性
格

・

会
誌

・
会
費
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
木
簡
学
会
は
、
対
象
と
す
る

木
簡
の
性
質
上
、
会
場
の
選
択
が
限
定
さ
れ
、
あ
ま
り
多
く
の
会
員
が

一

堂
に
会
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
研
究
集
会
で
の
成
果
は
、
会
誌
を

通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
広
く
会
員
外
の
方
々
に
も
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
い
。
そ
れ
で
、
会
誌
の
編
集
を
会
の
事
業
の
な
か
で
も

っ
と
も
優

先
さ
せ
、
発
掘
機
関
の
協
力
を
え
て
、
毎
年
、
各
地
で
出
土
す
る
木
簡
の

情
報
を
、
広
く
学
会
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
会
誌
に
反
映
さ
せ
る
。
高
額

の
年
会
費
は
、
出
土
木
簡
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
学
会
に
提

供
す
る
た
め
の
活
動
資
金
で
あ
り
、
会
員
の
篤
志
を
あ
お
ぎ
、
学
会
の
維

持
に
つ
と
め
た
い
。

会
務
報
告

（
田
中
稔
委
員
）
　

一
九
七
九
年
二
月
三
十

一
日

ｏ
四
月

一
日

に
行
わ
れ
た
設
立
準
備
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会

・
研
究
集
会

（
四
四
名

参
加
）
の
経
過
説
明
。
現
在
の
会
員
数
は
百
名
を
少
し
超
え
て
い
る
。
『
木

簡
研
究
』
創
刊
号
の
内
容
。
会
誌

『
木
簡
研
究
』
の
編
集
方
針
は
、
ま
ず

第

一
に
、
新
し
く
出
土
し
た
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
。
ど
の
よ

う
な
木
簡
が
、
ど
の
よ
う
な
遺
跡
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
た

か
を
、
各
発
掘
機
関
の
担
当
者
に
お
願
い
し
て
、
報
告
し
て
い
た
だ
く
。

第
二
に
、
既
に
報
告
ず
み
の
木
簡
に
つ
い
て
も
、
年
度
を
さ
か
の
ば
り
、

釈
文
お
よ
び
出
土
状
況
を
確
認
し
な
お
し
て
掲
載
す
る
ほ
か
、
木
簡
に
関

す
る
論
孜
、
あ
る
い
は
研
究
集
会
で
の
報
告
を
再
録
す
る
。
『木
筒
研
究
』

創
刊
号
は
五
〇
〇
部
印
刷
し
、
三
〇
〇
〇
円
で
頒
布

（郵
送
の
場
合
は
三

二
〇
〇
円
）。　
今
後
の
大
会
開
備
日
は
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、
十

二
月
の
第

一
土
曜
日
と
日
曜
日
と
し
た
い
旨
、
報
告
が
あ

っ
た
。

会
計
報
告

（狩
野
久
委
員
）
　

一
九
七
九
年
度
会
計
の
中
間
報
告

（十
二

月

一
日
現
在
）。
こ
れ
は
、木
簡
学
会
の
会
計
年
度
を
四
月
か
ら
翌
年
三
月

末
ま
で
と
す
る
の
が
適
当
か
と
判
断
さ
れ
る
の
と
、
会
誌
が
出
来
上
っ
た

ば
か
り
の
現
時
点
で
は
、
印
刷
代
が
未
払
い
で
あ
り
、
会
誌
売
上
げ
が
い

く
ら
に
な
る
か
不
明
な
た
め
で
あ
る
。
本
年
度
の
決
算
は
、
時
期
的
な
面

で
問
題
を
残
す
が
、
来
年
度
大
会
で
報
告
し
た
い
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ



る
た
め
、
来
年
度
の
予
算
を
組
む
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
年
会
費

一
万

円
は
、
学
会
の
活
動
資
金
と
会
誌
制
作
費
の
補
填

（
五
〇
〇
部
を
印
刷
し
、

三
〇
〇
部
を
販
売
）
に
あ
て
る
と
い
う
基
準
か
ら
算
出
し
た
。

報
告
の
後
、
会
誌
編
集

へ
の
注
文
や
、
会
員
の
数
の
こ
と
に
つ
い
て
、

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
研
究
集
会
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
「
九
州
歴
史
資
料

館
と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
御
好
意
に
よ
り
、
福
岡
県
太
宰
府
町
の

官
ノ
本
遺
跡
第

一
号
墓
か
ら
出
上
し
た
買
地
券
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（赤
外

線
テ
レ
ビ
）
が
公
開
さ
れ
た
。
解
説
は
岸
俊
男
。

研
究
集
会

（議
長
　
青
木
和
夫
）

午
後
二
時
三
五
分
か
ら
午
後
五
時
四
〇
分
ま
で
、
左
記
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
岸
報
告
は
、

『
木
筒
研
究
』
第
二
号
に
収
載
し
、
九
山
報
告
の
要
旨

は
、　
一
九
七
九
年
出
土
の
木
簡
の
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
と
大
宝
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
俊
男

鴨
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
竜
平

な
お
、
鴨
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
、
佐
藤
宗
諄
か
ら
補
足
説
明
が
あ

り
、

「
荊
員
」
の
対
象
は
、
延
喜
式
の
近
江
国
交
易
雑
物
に
み
え
る
刈
安

草
な
ど
稲
以
外
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

懇
親
会
　
午
後
六
時
か
ら
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

◇
十
二
月
二
日

（
日
）

研
究
集
会

（議
長
　
原
秀
二
郎
）

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
正
午
ま
で
、
左
記
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
い
ず

れ
も
本
号
に
収
載
で
き
た
の
で
一
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
伝
遺
跡
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南

平
安
京
内
膳
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
平
良
泰
久

柚
井
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

研
究
集
会
終
了
後
、
午
後

一
時
か
ら
バ
ス
で
藤
原
官
跡
に
む
け
出
発
。

藤
原
宮
東
面
北
門
を
中
心
と
す
る
第
二
七
次
調
査
地
を
見
学
。
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部
で
出
土
し
た
ば
か
り
の
木
簡

を
見
学
後
、
現
地
で
散
会
し
た
。

第
二
回
委
員
会

（十
二
月

一
日
）

第

一
回
総
会
に
先
立
っ
て
、
午
前
十
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
新
入
会
員
の
承

認
、
事
務
局
か
ら
の
会
務
報
告

。
会
計
報
告
の
審
議
、
総
会
運
営
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
た
。

第
二
回
委
員
会

（
一
九
八
〇
年
六
月
五
日
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
に
お
い
て
、
午
後
三
時
か
ら

開
催
。
新
入
会
員
の
承
認
、
会
務

・
会
計
の
経
過
報
告
、

『
木
筒
研
究
』
創

刊
号
の
内
容

。
体
裁
に
つ
い
て
の
反
省
と
、
第
二
号
の
編
集
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
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